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●ベビナー720 ― 各種繊維に対して、撥水性および柔軟性を付与

・カチオン系界面活性剤 (性状はTDS参照)

繊維との親和性が高く、安定した被膜を形成

⇒ 撥水性・柔軟性を付与

確認項目

・撥水性試験（JIS L 1092 スプレー試験）

・風合い測定（KES法 曲げ特性）

引張・せん断・曲げ・圧縮・表面特性をそれぞれ数値化し、総合評価

⇒ 曲げ特性に注目（加工布として風合いの差が確認しやすい）

非フッ素系撥水剤（ベビナー720）



ベビナー720

[1%Dip]
等級 洗濯後

洗濯後
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羊毛（ウール） 3 3 3
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※すすぎ時にベビナー720を投入

各種繊維に対する撥水性確認（スプレー試験）

PET生地に対する撥水性（4級）

比較 : シリコーン（5級）



●KES法 ― 曲げ特性

⇒ 数値が小さいほど、柔軟。

B = 人間が物体を曲げたときに感じる柔らかさ、剛さ。
2HB = 人間が物体を曲げた後、元に戻ろうとする力（回復性[弾力性]）の触感。

比較 ： 他社撥水剤1（シリコーン系）
他社撥水剤2（炭化水素系）

曲げかたさ B-MEAN 曲げ回復性 2HB-MEAN

風合い比較
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●KES法（BC） ― ベビナー（1%）Dip後、各水準をBC加工

⇒ ベビナー未加工（ノーマル・発泡）と比較

B = 人間が物体を曲げたときに感じる柔らかさ、剛さ。
2HB = 人間が物体を曲げた後、元に戻ろうとする力（回復性[弾力性]）の触感。

比較 ： ポリエステル（PEs）、ウレタン(PU)、アクリル（Ac）
  CP-F1（Ac・APP）、CU-705（PU・APP）

風合い比較（BC加工）

曲げかたさ B-MEAN 曲げ回復性 2HB-MEAN

各水準塗布量(Dry)
・ノーマル 約 50 g/m2

・発泡    約 30 g/m2

・ベビナー    約 30 g/m2
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●ベビナー720 ― 各種繊維に対して、wet1%濃度のDipping加工で

一定の柔軟性および撥水性を実現

湯洗い、前精練、洗濯のすすぎの工程中に混合することも可能

⇒ 乾燥のみ、高温キュア不要

BC加工の場合、生地自身の風合いUP + 浸透防止でさらに柔軟化

難燃性も阻害しないため、BC加工との相性〇

非フッ素系撥水剤（ベビナー720）まとめ

撥水性 濃度（%） 難燃

ベビナー 4級 1.0 〇

シリコーン 5級 0.1～0.2 ×

フッ素 5級 0.1 △
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